
めぐらせ、胴上部には連弧文を入れる。同巧の２例を

割愛した。５は口縁直下に交互刺突文列をもつ地文縄

文の中型深鉢で、２本組み沈線で連弧文を加える。６

は地文条線で４と同巧ながらラフな連弧文を入れる。

７は口縁部を欠くが、地文条線の深鉢で、胴上半部に

連弧文がめぐるがゆるい波頭である。８は波状口縁深

鉢で連弧文をもち６と同類である。

９は口縁貼付部を欠くが、大型浅鉢の口縁部文様帯

部分の破片で、長楕円形区画内に LR縄文を残す。１０

は深鉢底部で地文縄文に沈線の懸垂文。１１は有孔鍔付

土器片で鍔下と内面上部に赤色塗彩されている。

１～３は曾利Ⅲ～Ⅳ式で、接合しない同巧の２個体

分は割愛した。４～８は加曾利 EⅡ式併行の連弧文

土器である。１１の有孔鍔付土器もこの期のもの。

１２～１６は側面調整の著しい土製円板で、１２は地文撚

糸、１３は縄文、１４・１５は地文縄文の連弧文土器を利用

したもの。１６は無文。

胴部片など１，１００片を割愛した。曾利Ⅲ式・Ⅳ式・

連弧文土器と加曾利 EⅡ～EⅢ式のものである。

石器は石鏃３、石匙１、打製石斧６、敲石４、剥片

３の計１７点が出土し、うち１２点を図化した。

（６）２０号住居跡

【位置】調査区南西隅の平坦地、ソ－２０に位置する。

西側は２１号住居跡・２３号住居跡と重複し、両住居跡を

埋めて本住居を構築している。

【形状】平面形態は胴張りの隅丸方形を呈する。炉１

・炉２、配石を結ぶ線が主軸と思われる。規模は主軸

方位の北西－南東方向で４．７５�、東西４．８０�。確認面

から床面の深さは２８�である。

【炉】炉は２基検出した。炉１は住居中央に位置する。

径９０×７２�の楕円形に石を配置した石囲い炉で、中央

は５５×４２�の範囲が被熱のため赤化し、深さ１０�程窪

む。石囲いに使われている石は径２０～３０�、２．２～１０．０

kg もある自然礫で、総重量は５０kg になる。炉内にも

主軸線上に１点礫がある。

炉２は炉１の北西３０�に位置し、土器が浅く埋設さ

れていた。土器は胴下半を打ち欠いた深鉢で西側に傾

き、西側には径１５�ほど被熱のため赤化した部分があ

る。土器の下には径１５�、深さ２５�のピットがある。

【配石】住居跡の南東、壁から８０�の距離に主軸方向

に列をなして石が配置する。主軸右側の北東は３個の

礫が２０�にわたって並び、左側は６個の礫が３０�に渡

第１４９図 神明後遺跡１９号住居跡出土石器（１／４、２／３）

184 第７章 神明後遺跡第２８地点の本調査



第１５０図 神明後遺跡２０号住居跡（１／６０）炉・配石・遺物出土微細図（１／３０）
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第１５１図 神明後遺跡２０号住居跡遺物出土状況図・出土土器�（１／６０、１／４）
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第１５２図 神明後遺跡２０号住居跡出土土器�・石器（１／４、２／３）

187Ⅲ 遺構と遺物



って並ぶ。離れた箇所にも礫が３個ある。

【伏甕】P４と P１０それぞれの壁際に伏せた状態の深

鉢上半部を検出した。P４出土の伏甕の下からは平た

い自然礫を検出した。

【ピット】床面上に１３基検出した。P２・３・４・５

・１０・１１が主柱穴と思われる。柱の間隔は P３－P４

間が２．０�、P４－P１０間が２．８�である。

【床・壁】壁は緩やかに立ち上がり、床面はほぼ平坦

である。

【時期】出土土器から加曾利 EⅡ式期。

第７３表 神明後遺跡２０号住居跡ピット一覧表 （単位㎝）

平面形態 確認面 底面 深さ 備考

P１ 楕円形 ５６×４４ ２４×２２ ５５ 土器出土

P２ 円形 ４４×４０ ３０×２３ １４

P３ 円形 ５０×４７ ２３×２２ ４１ 土器出土

P４ 円形 ４３×４０ ２０×１８ ９６ 打斧出土

P５ 円形 ３８×３７ １９×１８ ５２ 土器出土

P６ 円形 ４２×４０ １８×１７ ３０

P７ 円形 ３４×３３ １６×１３ １６

P８ 円形 ２２×２１ ２０×１６ ９

P９ 円形 ２３×２０ １４×６ １０

P１０ 円形 ５７×５０ ２６×２２ ５１

P１１ 楕円形 ５２×３９ ２２×１５ ４７ 土器出土

P１２ 円形 ２８×２８ １４×１４ ３４

P１３ 円形 ２８×２７ １６×１６ １４

【出土遺物】（第１５１・１５２図）

１は炉２に埋設された埋甕で、口縁から胴部までを

完存する深鉢で、口径２２�・遺存部高１６�である。口

縁部文様帯は長楕円形区画と渦巻文４単位で、地文は

細い縄文であるがRLと LRの２種ある。胴部の地文

も２方向の縄文で沈線２本の間を磨消した直下懸垂文

を８単位垂下させる。加曾利 EⅡ式中相である。

２は口縁から胴中部までをほぼ完存する伏甕１で口

径２８�・遺存部高１９�強である。地文は撚糸文で口縁

下に２本の沈線をめぐらせ、連弧文の山部は沈線に接

する。頸部と胴部を２本の沈線で区画する。

３は口縁から胴中部までの９割を遺存する伏甕２で

口径２１�・遺存部高２２�で、地文は櫛状工具による条

線で、口縁直下と頸部直下沈線に鋭い山頭が接する２

本組の連弧文が描かれている。２と３は加曾利 EⅡ

式併行の連弧文。

４と５は地文縄文で口縁部文様帯と胴部文様帯から

なり、口縁部は長楕円形区画、胴部は磨消直下懸垂文

をもつ。４・５は加曾利 EⅡ式である。６は胴上部

片で、地文撚糸文でゆるい波形の連弧文をもつ。７と

８は地文櫛描条線で７は突出した区画帯をもち８は列

点文と連弧文をもつ。９は沈線列を同心円状に回転さ

せ、軸部には隆帯を貼付けワラビ状突出とし口唇上面

にも沈線列が連なる。

１０は長い半円形区画と渦巻文で口縁部文様帯を作る

第１５３図 神明後遺跡２１号住居跡・遺物出土状況図（１／６０）
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が地文は沈線列で体部は綾杉状に施文され、垂下文は

沈線３本で作られる。９は曾利Ⅲ式、１０は曾利Ⅳ式。

１１は、浅鉢の底部で外面はヘラ整形が著しい。１２は

ミニチュア土器の底部で底近くまで３列の押引文があ

り、底に幅広の敷物痕がある。２次被熱の痕跡が著しい。

出土土器片のうち１，２００片余りを割愛したが曾利・

連弧文土器と加曾利 EⅡ式のものである。

石器は石鏃２、楔形石器１、スクレーパー１、石匙

３、打製石斧１０、敲石１の計１８点が出土し図化した。

（７）２１号住居跡

【位置】調査区南西隅の平坦地、タ－２０に位置する。

東側は２０号・２４号住居跡と重複し、両住居跡に壊され

る。西側は調査区域外、南側は樹木の根で壊される。

【形状】平面形態は不明だが、隅丸の形態を呈する。

確認面から床面の深さは３４�である。

【炉】炉は２４号住居の P２と周溝により南側が壊され

る。深さ１０�で、南側の一部が被熱し赤化する。

【ピット】床面上に４基検出した。P２・４が主柱穴

第１５４図 神明後遺跡２１号住居跡出土土器・石器（１／４、２／３）
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と思われる。P３は埋め戻されており、古い。柱の間

隔は P２－P４間が１．７�である。P１は欠番。

【周溝】周溝は１本検出した。上幅は１２～２８�、下幅

４～１２�、深さ１０～１８�、断面「U」字形である。

【床・壁】壁はほぼ垂直に立ち上がり、床面は平坦。

【時期】出土土器から加曾利 EⅠ新式期。

第７４表 神明後遺跡２１号住居跡ピット一覧表 （単位㎝）

平面形態 確認面 底面 深さ 備考

P２ 円形 ４４×３８ １９×１９ ５４ 土器出土

P３ 円形 ３２×２９ １５×１３ ５２

P４ 楕円形 ５０×４０ ２１×１９ ６５ 土器出土

P５ 円形 ３６×２８ １８×１４ ５１

【出土遺物】（第１５４図）

１は無文素口縁の小深鉢で、口縁から胴下部までの

８割を遺存し、復原口径１６．４�、遺存部高１３�。頸部

に２本の沈線をめぐらせ、渦巻を中心に同心円状半隆

帯文４単位を隆帯で区画する。縦位の沈線列で体部の

地文をつくる。外面に２次被熱によるハジケ現象が著

しい。曾利Ⅲ式といえる。

２は、深鉢の口縁部文様帯から頸部無文帯にかかる

破片で地文縄文に区画文と渦巻文をもつ。３は大型深

鉢の胴中部片で、地文撚糸で貼付隆帯による２本組み

垂下文と蛇行懸垂文４単位がある。２と３は加曾利 E

Ⅰ新式。４は無文の口縁部に横位の沈線を楕円形で区

画する頸部文様帯をもつ。内外面共ハジケ現象が著し

い。５は浅鉢の文様帯と体上部を残す。文様帯の地文

は縦位の沈線列で、長楕円形に区画を残す。赤褐色を

呈し内外面共に２次被熱によるハジケ現象が著しい。

加曾利 EⅠ新式併行の曾利系土器である。６は口縁

から体上部までの３分の１を残す無文浅鉢で復原口径

４０�。器形は外反する口縁部・内傾する無文帯部と体

部に分かれ、内外面とも横ナデ整形が丁寧である。外

面の口縁部の一部と内傾部内面の全面に赤色塗彩が認

められる。２次被熱によるハジケ現象が著しい。内面

上部の暗褐色部が彩色か否かは明らかでない。７は摩

滅著しい口縁部をもつ浅鉢で口唇上面に沈線と刺突文

がある。外面は口縁部と体部の区分のない無文である。

内外面共ハジケ現象が著しい。出土土器片のうち４８０

片余りを割愛したが加曾利 EⅠ式のものである。

石器は石鏃１、スクレーパー２、打製石斧３、小形

磨製石斧１の計７点が出土し図化した。

（８）２２号住居跡

【位置】調査区の中央の斜面地、タ－１４に位置する。

【形状】平面形態は隅丸方形を呈し、北西側が幅広く

なる。規模は主軸方位の北西－南東方向で４．７５�、横

幅５．１０�。確認面から床面の深さは１１３�である。

【炉】炉は住居中央北西寄りに位置する。上端幅１０２

×６８�・深さ２３�の楕円形を呈するが、赤化部分はな

い。炉の西側に深鉢の上半分が出土した。

【周溝】周溝は１本検出した。上幅は２５�前後、下幅

１０～２０�、深さ２０～３０�、断面「U」字形である。

【ピット】床面上に６基、周溝内に６基検出した。P

２は埋め戻されており P１より古い。P１～６の６本

が主柱穴で、５本柱穴と思われる。柱の間隔は P１－

P６間と P４－P５間が２．３�、P６－P５間は２．６�、P

１－P３間が２．１�、P３－P４間が１．８�である。

【床・壁】壁は垂直に立ち上がり、斜面の高い部分で

１１３�、低い部分で３４�の掘り込みがある。床面は平

坦である。

【覆土】床面から１０～５０�ほどすり鉢状に埋没した状

態で大量の土器が出土している。

【時期】出土土器から加曾利 EⅠ新式。

第７５表 神明後遺跡２２号住居跡ピット一覧表 （単位㎝）

平面形態 確認面 底面 深さ 備考

P１ 円形 ４９×４８ ３０×２７ ２９

P２ 円形 ５３×５０ ２６×２０ ７７

P３ 円形 ６８×５８ ３１×２７ ６１

P４ 楕円形 ８２×６５ ５５×１８ ７８

P５ 楕円形 ８６×４８ ４２×３１ ６８

P６ 不整形 ５２×５１ ３２×３１ ５２

【出土遺物】（第１５８～１６２図）

１は炉内出土土器で口縁から胴中部までを遺存し、

口径１５．４�・遺存部高１６�である。口縁部文様帯と胴

部文様帯からなる小深鉢で、口縁部の地文はRL縄文

で、胴部は縦位のRL縄文である。口縁部は大きく波

形に突出する波頭と小突出の２波頭下には渦巻文を立

体的に抽出し、２本組隆帯でつなぎ文をつくり、端は

渦巻く。胴部は隆帯で直下懸垂文と蛇行懸垂文をつく

るが不定形つなぎ文を入れる。胎土には石英と輝石を

含み、整形良好で口縁内部は横ナデ整形が著しく、赤

～黄褐色を呈する。加曾利 EⅠ古式である。

２は最下層出土の口縁から胴最下部までを残し、口
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第１５５図 神明後遺跡２２号住居跡（１／６０）炉（１／３０）
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径２４．５�、遺存部高２９．６�。口縁部文様帯と胴部文様

から成り、口縁の地文は横位に施文された撚糸文、胴

部は深く施文された細い撚糸文である。口縁の上に２

本組隆帯を貼付けて先端が渦巻くつなぎ文を作るが、

基部は十字状となる。整形・焼成ともに良好である。

３は口縁から胴部上までを遺存し、口径４７�・遺存

部高３０�、口縁上に中空の把手をもち、対になる２つ

の突出部上面は渦巻く。口縁部文様帯・幅狭の頸部と

胴部文様帯に分かれる。細く深い撚糸文を地文とし、

２本組の隆帯で口縁部につなぎ文を作り、胴上部にも

連結文をもつ。整形は特別入念で、焼成も良好である。

口縁内部などに黒斑（黒色塗彩？）がある。

４は口縁から底部まで底板のみを欠く準完形の小深

鉢で、口径１７�・遺存部高２４．５�。口縁部文様帯と胴

部文様帯からなり、中空把手１ヶ所をもつ。地文は撚

糸文で体部は縦位、口縁部は横位施文である。２～４

は加曾利 EⅠ古式である。

５は口縁から胴中部までを残す口径１５．５�遺存部高

１３．５�の素口縁深鉢で撚の長い撚糸文を地文とし、口

縁部は隆帯上に刻目を入れたつなぎ文としその一部が

渦巻いて口唇に達す。加曾利 EⅠ古式並行。

６は口縁から胴部までを残し、口径２１�・現存高１０

�の小深鉢で、口縁部は横位の撚糸文に、隆帯で長楕

円形区画をつくるが端部は渦巻く。頸部と胴部は７と

同巧。

７は下層出土の深鉢で口縁から胴中部までの約５割

を遺存し、復原口径４０�・遺存部高２７�である。地文

は深い撚糸文であるが、口縁部は横位・斜位に施文す

る。口縁部は隆帯でつなぎ文を作り、端は渦巻き隆帯

を交互刺突する。隆帯で十字状区画文をつくる。短い

無文部があるが、胴部との区画はつくらない。６と７

の胴部は地文のみで加曾利 EⅠ古式から加曾利 EⅠ

新式古相への過渡期を示す。

８と９は口唇上に中空把手・口縁部文様帯にも中空

第１５７図 神明後遺跡２２号住居跡遺物出土状況図�（１／４０）
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第１５８図 神明後遺跡２２号住居跡出土土器�（１／４）
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第１５９図 神明後遺跡２２号住居跡出土土器�（１／４）
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第１６０図 神明後遺跡２２号住居跡出土土器�（１／４）
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第１６１図 神明後遺跡２２号住居跡出土土器�（１／４）
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第１６２図 神明後遺跡２２号住居跡出土石器（１／４、２／３）
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把手をもつ小深鉢で、幅狭な頸部無文帯を持ち、胴部

の地文は撚糸文であるという共通性をもつ。８は口径

２１�・器高２５�で、口縁部文様帯は地文の沈線列の上

に先端が渦巻くつなぎ文を入れ、中空把手を２つの波

頭下に入れる。９は口径１９．４�・器高２３�で、口縁部

文様帯は、沈線列の上に横長区画をつくり、中空把手

をつくる。胴部は２本組隆帯の懸垂文４単位を入れる。

８と９は共に加曾利 EⅠ新式古相である。

１０は口縁から底までのほとんどを残す小深鉢で、口

径１９�・器高２１�である。口縁部と胴部に縦位に撚糸

文を施文し、頸部に幅狭の無文部がある。整形はラフ

で焼成は甘い。６・７と同じ構成上の特徴を持つ。

１１は地文撚糸文で、口縁部波頭部は上下・左右に共

通する中空把手をつけ、中空部縁を渦巻かせる。無文

帯の胴部には隆帯で懸垂文をつくる。

１２は口縁から頸部無文帯までを遺存し、口径２４�・

遺存部高１３�である。口縁部文様帯の地文は深く丁寧

に横位に施文された撚糸文で、２本組隆帯でつなぎ文

をつくり、端部は渦巻く。大と小２対の波頭をつくり、

波頭に小渦巻を表現する。整形入念で口縁内部はへラ

で横位調整し焼成良好。典型的な加曾利 EⅠ新式古相。

１２～１５は頸部無文帯が区画され、口縁部文様帯の地

文が横位施文の撚糸文であること、隆帯によるつなぎ

文の端が渦巻くことが共通する。１２～１４は中形・１５は

大形深鉢であり、１５は外反する無文口縁がつく。この

類の口縁部破片８を割愛した。加曾利 EⅠ新式古相。

１６は無文口縁の深鉢で口縁から胴最下部までをほぼ

完存し、口径２４．５�・遺存部高３５�である。無文の素

口縁下の体部の地文は撚糸文で、間隔をあけた２本組

の貼附け隆帯を４単位入れ、２本の隆帯間に円形又は楕

円形隆帯を加える。口縁部内側にヘラ磨き調整がある。

１７は無文帯から胴上部、１８は胴下部から底までであ

るが、共通するのは地文が撚糸文で隆帯貼付けによる

２本組懸垂文と蛇行懸垂文４単位が入ることである。

１９と２０は胴中部から底までを完存し、地文撚糸文の

上に隆帯貼付による蛇行懸垂文のみという共通点をも

ち、１９は５単位、２０は８単位であるが加曾利 EⅠ新式。

２１は胴部から底まで残す深鉢で遺存部高２１�。胴部

全面に複節RLR縄文を縦位施文。２次被熱が著しい。

２２は頸部無文帯下部から胴中部までを残す。頸部と

胴部の境にはラフな３本の沈線をめぐらす。胴部は密

に LR縄文を施文する。２１と２２は加曾利 EⅠ新式。

２３～２５は半隆帯文を基調とする土器群で渦巻弧状と

いう特徴を持ち、２３と２４は同巧で共に口縁に４波頭を

もち、波頭部外側の渦巻中心部は突出する。

２３は口径１９�・遺存部高１３�で、口縁部文様帯は渦

巻中央が突出する口縁側と平板な下側の各４の渦巻を

半隆帯文でつくる。幅狭の頸部無文帯下の胴部は沈線

で４単位に区画され、半隆帯文で渦巻をつくる。

２４は、２３と同巧で口径２０�・遺存部高１５�とやや大

きい。突出する渦巻頂が、口唇より上部に突出する特

徴を除いて、半隆帯文の２３と同様である。２５は２３より

やや小さい深鉢胴部で、半隆帯文による渦巻と縦位沈

線が全面に施文される。２３～２５は加曾利 EⅠ新式古

相または中期に併行する半隆帯文の異系土器である。

２６は、無文口縁に中空把手をもち、頸部に横位の８

字状隆帯をめぐらせ、胴部文様帯をもつ。胴部文様は

縦位のRL縄文を地文とし、胴部中央に中心をもつ大

渦巻を沈線でつくる。大木７b式に近い。

２７は口縁を欠き、文様帯と体部を遺存する浅鉢で胴

最大径４２�・遺存部高１８�である。文様帯は沈列を刻

目隆帯で長方形に区画し、その間に縦位沈線を入れる。

焼成良好で黄褐色を呈し、内部最上部に赤色塗彩があ

る。勝坂式末期のもの。

２８～３０は無文の口縁部下に文様帯をもち体部に続く

浅鉢である。２８の文様帯は横長と縦長の変形半隆帯を

描き文様帯下部には刻目を入れる。２９は口縁と文様帯

を欠失するが、沈線による区画と刺突文をもち、体部

との境に刻目を入れる。３０は短く外反する無文口縁下

の文様帯は横長区画で、太い沈線部の一部に赤色塗彩

がある。３１～３４は無文浅鉢で、３１は口縁を欠くがその

下部外面に、３２は口縁直下に赤色塗彩が施されている。

３３は浅鉢底部で、大きな円弧文様の赤色塗彩が、内面

底部に描かれている。３４と３５は無文の小浅鉢で、３５に

は赤色塗彩が施されている。

３６～３９は半隆帯文深鉢破片で、３６は渦巻の中心が突

出し、３７は口縁直下が中空構造をもって突出する。３８

は斜位沈線の胴部破片で、３９は底部である。これらは、

２３～２５と同様に加曾利 EⅠ式に併行する異系の半隆

帯文土器である。
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４０は斜位沈線をもつ曾利系の深鉢口縁部である。

４１～４４は本住居に最も多い類の破片で４１～４３は地文

撚糸で、貼付隆帯で懸垂文をもち、４４は地文縄文で貼

付懸垂文をもつ。共に加曾利 EⅠ新式。

４５は肩の張った球形胴の有孔鍔付土器片で、口縁基

部を円孔が貫通する。胎土に金雲母を含み、鍔近くの

外面を磨消研磨する。口縁内部に彩色痕が残る。

４６～５１は覆土下層に流入した土器の代表である。４６

は口縁部区画が２列の角押文、区画内は角押文列で、

胎土にガラス光沢の粒子を多く含み、４７は文様帯下部、

４８には波状文と指頭圧痕があり、４９は圧痕のみで、４７

～４９の胎土には金雲母を含み、阿玉台Ⅱ式である。

５０は筒形深鉢で胴上部文様帯は刻目隆帯で三角形な

どの区画をつくり、区画内には三叉文を入れ、胴下半

は撚糸文のみ。５１は筒形深鉢の文様帯下部と胴上部片

で、文様帯は太い沈線でU字と逆U字形をつくり刺

突を加える。胴部は撚糸文を全面施文する。５２は口縁

に太い刻目隆帯をめぐらし他の体部には撚糸文を深く

全面施文する。４９～５１は勝坂Ⅲ式。

破片２，６００余を割愛したが、８０％は加曾利 E式、１５％

は併行する異系土器である。このなかには小深鉢が数

個体含まれるが、これらには彩色が施されていないた

め、割愛した。

石器は石鏃３、打製石斧１９、敲石１０、磨石６、くぼ

み石１、石皿１、軽石１、不明１の計４２点が出土し、

うち１８点を図化した。

（９）２３号住居跡

【位置】調査区南西隅の平坦地、ソ－２２に位置する。

東側は２０号住居跡、北側は２４号住居跡と重複し、２４号

住居跡を埋め、２０号住居跡に壊される。西側と南側は

調査区域外、北側は樹木の根で壊される。

【形状】平面形態は不明。確認面から床面の深さ２１�。

【炉】炉は重複した状態で２基検出した。全体規模は

１６５×９０�ある。

炉１は住居の北西寄りに位置する。上端幅８９�・深

さ１７�の円形を呈し、中央部分の径３８�のローム面が

被熱で赤化する。割れた自然礫が８個ほど赤化部分の

周囲に散在する。

炉２は炉１の南東側に重複する。上端幅９０�・深さ

５�の楕円形を呈し、中央部分の７０×５４�のローム面

が被熱で赤化する。赤化部分の周囲１０～２０�が溝状に

５�ほど深くなっている。自然礫が４個ほど散在する。

炉１・２ともにおそらく本来は、赤化していない帯状

の溝に石を埋設した石囲い炉であったと思われる。

【ピット】床面上に９基検出した。P１は埋め戻され

ており古い。P４・７・８・９が主柱穴と思われる。柱の間

隔は P９－P８間が１．５�、P８－P４間は１．８�である。

【床・壁】壁は緩やかに立ち上がり床面は平坦である。

【時期】出土土器から加曾利 EⅡ～EⅢ式。

第７６表 神明後遺跡２３号住居跡ピット一覧表 （単位㎝）

平面形態 確認面 底面 深さ 備考

P１ 円形 ３８×３６ ２４×１９ ３９ 土器出土

P２ 円形 ２２×１９ １０×９ １８

P３ 円形 ２４×２４ １４×９ ３０

P４ 楕円形 ３８×２８ １３×１２ ５５

P５ 楕円形 ６３×３９ ３９×２０ ２０

P６ 円形 ５０×４７ ２８×２５ １８ 土器出土

P７ 楕円形 ３４×２４ １２×１０ ６４

P８ 楕円形 ４３×３０ ２０×１８ ５９

P９ 円形 ３４×２９ ２７×２０ ５１ 土器出土

【出土遺物】（第１６４図中１～１４）

１と２は半隆帯文を弧状に施文し、１は渦巻の中心

突出部が剥離するが、その上の口唇が波形小把手とな

り口縁沿いの沈線端が渦巻く。３～６は沈線列を地文

とする類で、３には貼付隆帯で区画し、４は胴部片、

５は頸部に蛇行隆帯をめぐらし、隆帯の蛇行懸垂文を

入れる。６は綾杉状沈線と垂下隆帯をもつ。１～６は

加曾利式に併行する異系土器で、１は加曾利 EⅠ新

式古相併行、６は曾利Ⅳ式といえる。７と８は地文縄

文に磨消懸垂文をもつ加曾利 EⅡ式である。９と１０

は地文条線の類で、９は２列の列点文と連弧文をもつ。

１１と１２は地文縄文に磨消懸垂文をもつ。７～１２は加曾

利 EⅡ式新相といえる。細片１５０片を割愛したがほと

んどは加曾利 EⅠ新式と加曾利 EⅡ式である。

石器は石匙１、打製石斧２、磨製石斧１の計４点が

出土し図化した。

（１０）２４号住居跡

【位置】調査区南西隅の平坦地、タ－２１に位置する。

南側は２３号住居跡、北側は２１号住居跡と重複し、２１号

住居跡を壊し、２３号住居により埋められる。西側は調
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第１６３図 神明後遺跡２３・２４号住居跡・遺物出土状況図（１／６０）
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第１６４図 神明後遺跡２３号住居跡炉（１／３０）２３・２４号住居跡出土土器・石器（１／４、２／３）
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査区域外、東側は樹木の根で壊される。

【形状】平面形態は不明。確認面から床面の深さ５５�。

【ピット】床面上に２基検出した。いずれも主柱穴と

思われる。柱の間隔は P１－P２間が２．４�である。

【周溝】周溝は１本検出した。上幅は１５～２５�、下幅

８�、深さ８�、断面「U」字形である。

【壁】壁はほぼ垂直に立ち上がる。

【時期】出土土器から加曾利 E式期。

第７７表 神明後遺跡２４号住居跡ピット一覧表 （単位㎝）

平面形態 確認面 底面 深さ 備考
P１ 半載 ４５×－ ３６×－ ６４
P２ 半載 ５２×－ １５×－ ７１

【出土遺物】（第１６４図下１～９）

１は地文撚糸で区画文をもつ口縁文様帯片である。

２は地文撚糸文のみの胴部片。３は口縁文様帯下部か

ら頸部無文帯にかけての破片で、１片は２１号住居跡表

土出土のものが接合した。４は地文縄文に磨消懸垂文

をもつ。５は半隆帯文で同心円を描く。６は口縁に列

点文、体部は地文縄文に磨消を加える。７は台付深鉢

で、地文縄文に幅広磨消文をもつ。１～３は加曾利 E

Ⅰ式、４は EⅡ式、６と７は加曾利 EⅢ式。５は異

系統土器、中心部は発掘区域外で細片５０片が出土した

が９５％以上が加曾利 E式である。

石器はナイフ１、打製石斧１が出土し図化した。

（１１）２５号住居跡

【位置】調査区南側の平坦地、ク－１５に位置する。中

央を溝１、西側を土坑１、東側を樹木の根で壊される。

【形状】遺構確認面からの掘り込み浅く平面形態不明。

【炉】上端幅８７×６６�・深さ２１�の楕円形を呈し、南

側に一段平坦面があり、北側が深くなる。北側は幅２５

�ほどローム面が被熱し赤化する。

【埋甕】住居南側に土器が埋設されていた。土器は胴

下半を打ち欠いた深鉢である。埋設していたピットは

上端６５×４５�、下端１６×１４�、深さ５５�。

【ピット】４基検出した。いずれも主柱穴と思われる。

【時期】出土土器から加曾利 EⅢ式期。

第７８表 神明後遺跡２５号住居跡ピット一覧表 （単位㎝）

平面形態 確認面 底面 深さ 備考
P１ 円形 ４２×３５ ２７×１１ ２５
P２ 円形 ４５×３８ ３０×２８ １６
P３ 円形 ３６×３４ ２０×１７ ３０
P４ 円形 ４２×３６ １７×１２ ４０

【出土遺物】（第１６５図下１～９）

１は埋甕で、胴上部から胴下部の９割を遺存し、遺

存部高２４．５�である。胴中部がくびれる大深鉢で胴部

は縦位の LR縄文を全面に施文し、２本の沈線間を磨

消した直下懸垂文８本と「U」字形文を入れる。胎土

には砂粒と橙色粒子を含み、施文と整形はラフで、焼

成やや良好で赤褐色を呈する。加曾利 EⅢ式であり

２５号住居跡の時期を示す。

２は覆土上層に流入した大深鉢の胴部破片で、縦位

のRL縄文を地文とし、貼付隆帯で円形文と直下懸垂

文をつくる。加曾利 EⅠ新式。３は地文縄文で口唇

から長い半円形区画を貼付隆帯でつくる。４と５は沈

線列に連動する。

細片６０片を割愛したが、ほとんどは加曾利 EⅡ式

と加曾利 EⅢ式で、若干の曾利系土器を含む。

石器は打製石斧６点が出土しうち４点を図化した。

（１２）屋外埋設土器

【石囲い屋外埋設土器】調査区中央の平坦地、ソ－１６

に位置する。埋設土器の周囲を石で囲う。石囲い炉の

可能性があるため、埋設土器の周辺を精査したが、柱

穴になるようなピットや、床面となるような掘り込み

が確認できなかった。また、土層堆積等には焼土粒や

焼土面を確認できなかったため、炉と確定することも

できないため、単独の屋外埋設土器として報告する。

土器は胴下半を打ち欠いた深鉢口縁部を正位に埋設

する。土器の周囲は１３５×９０�の範囲に石を配置する。

石には自然礫の他、石棒を使用している。

第１６６図１は埋設土器に用いられたもので、口縁か

ら胴中部までの９割を遺存し、口径３２�、遺存部高１７

�の波状口縁深鉢である。地文は LR縄文で、口唇直

下に２列の沈線、それに接するように２本組沈線で頂

の鋭い連弧文を入れる。胴中部にも２列の沈線をめぐ

らせる。施文・整形共に丁寧な作りである。２次被熱

によるハジケ現象が内面と外面に著しい。

２は１に接近して出土したもので、口径約３０�の平

縁深鉢で地文は撚糸文で、連弧文などの施文は１と同

巧である。加曾利 EⅡ式古相に併行する連弧文土器

である。

３は緑泥片岩世の凹石で、果粒受と思われる凹み６
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第１６５図 神明後遺跡２５号住居跡・遺物出土状況図（１／６０）炉・埋甕（１／３０）出土土器・石器（１／４、２／３）
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ヶ所と３本の石器修理用と思われる条痕が表にあり。

裏面には擦り面、石器修理痕、果粒受痕１がある。

４は石囲いに利用された大石棒の幹部破片で、凝灰

岩質砂岩と思われる。

【屋外埋設土器１】調査区西側の平坦地、タ－１８に位

置する。２．５�南に２１号住居跡、０．８�南西に屋外埋甕

２がある。深鉢胴部下半を正位に埋設する。

第１６７図１は屋外埋設土器１であり、胴中部から底

近くまでの９０％を遺存し、その部分の高さ１８�。複節

のRL縄文を地文として磨消直下懸垂文１６を描く。器

の表・裏面共に２次被熱によるハジケが著しい。加曾

利 EⅡ式である。

【屋外埋設土器２】調査区西側の平坦地、タ－１８に位

置する。１．２�南に２１号住居跡、０．８�北東に屋外埋甕

１がある。深鉢胴部下半を正位に埋設する。

第１６７図２は屋外埋設土器２であり、胴中部から底

まで完存し遺存部高２２�、胴中部で上下折り返しの文

様構造で、LR縄文を地文とし、逆U字形磨消をもつ。

ハジケ現象は内面に著しい。加曾利 EⅢ式である。

【屋外埋設土器３】調査区西側の２１号住居跡覆土上層

で検出した。３．５�北に屋外埋甕２がある。深鉢胴部

下半を正位に埋設する。

第１６７図３は屋外埋設土器３であり、２１号住居跡覆

土上層出土の１片と接合した。大深鉢の胴中部から下

部片で、LR縄文を地文とし、胴部の連弧文の波頭部

下から磨消直下懸垂文１６本を描く。２次被熱によるハ

ジケ現象は、内面が著しい。加曾利 EⅡ～EⅢ式とい

える。

第１６６図 神明後遺跡第２８地点石囲い屋外埋設土器（１／３０）出土土器・石製品（１／４）
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（１３）炉穴

調査区南東の平坦地、カ－１５に３基検出した。風倒

木痕と重複し、風倒木痕に壊される。３基は共通の足

場から放射状に３方向へ広がり、端部に焼土面がある。

【炉穴１】炉は壁面までロームが被熱し非常に硬く赤

化する。

【炉穴２】炉内から２５�大の平たい自然礫を利用した

台石が出土した。赤化範囲は小さい。

【炉穴３】３基の中では最も浅い。壁面までロームが

被熱し非常に硬く赤化する。

第７９表 神明後遺跡第２８地点一覧表 （単位㎝）

平面形態 確認面 底面 深さ 備考

炉穴１ 楕円形 １９８×９２ １３１×７２ ５２
焼土面８２×６０㎝、足
場有り、土器出土

炉穴２ （９３）×７６（３５）×２７ ４６
焼土面４２×１９㎝、足場
有り、台石、土器出土

炉穴３ 楕円形 １３８×６５ １２０×４９ ３６
焼土面５４×５２㎝、足
場有り、土器出土

第１６７図 神明後遺跡第２８地点屋外埋甕１・２・３（１／３０）出土土器（１／４）
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第１６８図 神明後遺跡第２８地点炉穴１～３・風倒木痕（１／６０）・出土石器（１／４、２／３）
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第１６９図 神明後遺跡第２８地点集石１～４（１／３０）
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第１７０図 神明後遺跡第２８地点集石５～１３（１／３０）

209Ⅲ 遺構と遺物



第１７１図 神明後遺跡第２８地点集石１４～２０（１／３０）
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（１４）集石

南側の平坦地に１０基、斜面に１３基，計２３基検出した。

集石１８は１９号住居跡覆土内、集石２０は１７号住居跡覆土

内に作られている。集石２は土坑７より古い。

No. 平面形態 土坑確認面 底面 深さ 礫範囲
赤化

礫数 重量 個数 重量 個数比 重量比
１ 楕円形 １２５×１１０ ４５×２５ １６ １３２×１０３ ９６８ ５６５２０ ７０２ － ７２．５％ －
２ 楕円形 ９２×８０ ６６×５９ １２ ７０×６５ ２５０ １１０３０ １４４ － ５７．６％ －
３ 楕円形 ８８×８０ ５０×４５ １２ ８６×５６ ２１６ １３７９５ １２２ － ５６．５％ －
４ 楕円形 ８４×６５ ６０×５５ ３０ ８０×６３ １５３ ３７３０ ５５ － ３５．９％ －
５ 楕円形 １１０×７８ ２５×１８ １８ ９６×７２ ４５０ ４５５６０ ３００ ３２９３０ ６６．７％ ７２．３％
６ 楕円形 ９５×７６ ７０×５４ ２８ ７０×３５ １０ ３９０ ３ １００ ３０．０％ ２５．６％
７ 不明 －×－ －×－ － １１５×６８ ９４ ３３００ ４１ ２０４０ ４３．６％ ６１．８％
８ 楕円形 １４０×１１０ １１８×８９ ９ １６５×１３０ ２４９ １３０３０ １８３ ９２５０ ７３．５％ ７１．０％
９ 楕円形 １２４×８５ １００×６３ １５ １０９×５２ １０３ ３１９０ ３３ １５３０ ３２．０％ ４８．０％
１０ 楕円形 １３４×１０４ ５２×２６ ２０ １３５×９５ ４８１ １９５５０ １９６ ９３３０ ４０．７％ ４７．７％
１１ 楕円形 １０２×４７ ３２×２５ １５ ６５×３５ ９８ ３４３５ ５８ ２１０５ ５９．２％ ６１．３％
１２ 楕円形 １２３×８５ ２８×１４ １５ １１０×５６ １１５ １１５５５ １０２ １０５００ ８８．７％ ９０．９％
１３ 楕円形 １１５×１００ ８８×５６ ９ ９０×７５ ３８ ２３５０ ２４ １５４０ ６３．２％ ６５．５％
１４ 楕円形 ９０×７８ ７０×５４ １４ ８０×６２ ７１ ４３３０ ５６ ２９５０ ７８．９％ ６８．１％
１５ 楕円形 １２０×１２４ ５５×４３ １５ １００×９０ １１８ ５３１０ ８４ ３８２０ ７１．２％ ７１．９％
１６ 楕円形 ７５×６０ １９×１２ ３７ ５０×３５ ４４ ５４９０ ７ ４７０ １５．９％ ８．６％
１７ 楕円形 ９０×６４ ４０×２５ ３１ ６３×４０ ６５ ４７６０ ６５ ４７６０ １００．０％ １００．０％
１８ 楕円形 ９８×８５ ８２×６４ １３ ７０×７０ ３２０ １９９８０ ２３ ３３００ ７．２％ １６．５％
１９ 楕円形 １６５×１１６ １５０×８０ ２５ ９２×８０ ５０８ ３８９８０ ４９７ ３７５５０ ９７．８％ ９６．３％
２０ 不明 －×－ －×－ １６ １５１×１２２ ２７１ ２１６００ ２５３ １９０４０ ９３．４％ ８８．１％
２１ 楕円形 －×－ －×－ １５ ６０×５０ ３６ ４７６０ ２９ ２８６０ ８０．６％ ６０．１％
２２ 円形 １３０×１２５ ９８×８５ ３６ １１２×１１０ ８２４ ３６９４０ ５４１ ２８１０２ ６５．７％ ７６．１％
２３ 楕円形 １６６×７０ １２０×５６ ２０ ７０×７０ ４１２ ２３０５３ ３０２ １８２３３ ７３．３％ ７９．１％

第８０表 神明後遺跡第２８地点集石一覧表 （単位�･g）

第１７２図 神明後遺跡第２８地点集石２１～２３（１／３０）
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【集石出土土器】（第１７３図）

１は３号集石出土の胴上部破片で、地文撚糸文で半

裁竹管による沈線・波状文と直下懸垂文を加える。２

は７号集石出土の無文浅鉢で体部下を欠失するが、口

縁部の内・外面に赤色塗彩がある。３は１０号集石出土

の胴中部片で、地文縄文を弧状に磨消し、胴部文様は

上下２段で加曾利 EⅣ式といえる。４は１２号集石で

口縁下に列点文をめぐらし、体部は地文縄文を逆U

字形に磨消す加曾利 EⅢ式。５～８は１６号集石出土

で、５は１４片が接合したが計２１片が同一個体である。

地文撚糸文で、突出した渦巻文と区画文で口縁部文様

帯をつくり、頸部無文帯下の胴部は地文の上に貼付隆

帯で懸垂文をつくる。６は渦巻文と区画文で口縁部文

様帯をつくり地文は縄文。７は口縁文様から頸部無文

帯にかかる破片で地文は縄文。８は無文口縁浅鉢で、

表面の口縁の一部に彩色が残る。５～８は加曾利 E

Ⅰ新式で土坑の時期を示す。集石出土は２３ヶ所あり、

土器は１片出土から４０片出土まであるが極細片が多く、

上記以外は割愛したが、ほとんどは加曾利 E式で後

半が多い。

第１７３図 神明後遺跡第２８地点集石出土土器・石器（１／４）
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第１７４図 神明後遺跡第２８地点土坑・落し穴（１／６０）
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（１５）ピット・土坑

第８１表 神明後遺跡第２８地点土坑・ピット一覧表（単位㎝）

平面形態 確認面 底面 深さ 備考

落し穴 長方形 １９４×１０４ １３０×３０ １４５

土坑１ 楕円形 ３６４×９４ ３４７×８４ １９ １５号住居跡より新

土坑２ 半円形 ４００×３５０ ３８５×３２２ ３４ １８号住居跡・集石１７より古

土坑３ 楕円形 １７４×１１４ １３０×７２ ３０

土坑４ 欠番 × × 溝３に名称変更

土坑５ 楕円形 １０６×７０ ８６×５１ ３５

土坑６ 不整形 ２５４×１６５ ２０６×１５１ ２９ １７号住居跡より古

土坑７ 円形 １１１×１００ ７２×６４ ５５ 集石２１より新

P１ 楕円形 １３４×８７ ９８×５９ ８２

P２ 楕円形 １０７×８８ ９２×６８ １７

P３ 円形 ４８×４０ ４０×３２ ９

P４ 不整形 ９８×６７ ６８×４０ ３７ １９号住居跡より新

P５ 半載 １８×－ ８６×－ ４２

P６ 円形 ４４×３６ １１×１１ １４

P７ 楕円形 ８４×６４ ５７×２８ １５

P８ 楕円形 ６４×４３ ２４×１８ ２７

P９ 円形 ３６４×３２ ２２×２２ ５９

【土坑出土土器】（第１７６図）

１～１１は２号土坑出土で１～３は胎土に植物繊維を

含み羽状縄文をもつ縄文前期前半のもの。４は区画文

をもつ。５・６は地文縄文に磨消懸垂文をもつ加曾利

ＥⅡ式。７～９は無文口縁下に沈線をめぐらすのみで

体部は全面縄文。９は口唇直下にＴ字形に沈線を入れ

磨消す。１０は波状口縁で地文の縄文を花弁状に大きく

磨消す。１１は口唇に列点文をめぐらせ、地文縄文施文後

に花弁状に沈線を入れ磨消す。７～１１は加曾利ＥⅢ式。

１２～１５は７号土坑出土。１２～１４は地文の縄文で、１２

は波状口縁で花弁状に区画し磨消す。１３は蕨手の沈線

間を磨消す。１４は花弁状に沈線を入れ磨消す。１５は地

文条線で隆帯を貼付けて蛇行文をつくる。

土坑は７ありいずれも若干の破片が出土したが割愛

した。これらの９割５分は加曾利Ｅ式後半である。

第１７５図 神明後遺跡第２８地点ピット（１／６０）
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（１６）H２号住居跡

【位置】調査区東側の平坦地の際、キ－１２に位置する。

２�東に溝１がある。

【形状】主軸方位はN－１３°－W、北側中央に竈を備

える。平面形態は横長方形、規模は主軸方位の南北が

竈を含めて２．８６�、竪穴部分で２．２６�、東西３．５０�、

確認面からの深さ５６�である。

【竈】住居の北側中央に付く。竈の裾部は粘土を貼り

第１７６図 神明後遺跡第２８地点土坑出土土器・石器（１／４）

215Ⅲ 遺構と遺物



付けている。竈奥壁から両側壁にかけて焼けて赤化す

る。裾部を含めた竈の規模は幅６３�、奥行き７０�、残

高４１�、竈内部の幅は３２�である。

竈内側中央に土製支脚が生粘土の上に立った状態で

検出した。支脚は上端径６�、下端径９�、高さ１２�

で、上端中央が窪む。取り上げ時に崩壊してしまった。

竈内で粘土を積み上げ支脚を成形し焼成した可能性も

ある。

竈中央手前に掘り込みがある。規模は６５×６０�、深

さは床面から２０�を測る。掘り込みの手前には６５×６５

�の範囲に粘土混じりの土が埋まっていた。

【土坑・ピット】竈右側に６０×２５×深さ１７�のピット

（P１）が有り、貯蔵穴の可能性がある。

【周溝】東側を除き、壁際を溝が巡る。周溝幅１２～２０

�、深さ６�前後である。西側の周溝内に径１５�前後、

深さ１３～１８�の小ピットを４ヶ所検出した。

【床・壁】床面は平坦である。壁は垂直に立ち上がる。

【遺物出土状況】竈の右側上に須恵器坏が上向きに２

第１７７図 神明後遺跡H２号住居跡（１／６０）竈（１／３０）
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枚重なって出土した。竈内には土師器甕が破片の状態

で出土した。竈左側の壁際に須恵器甕と、須恵器坏３

枚、土師器坏８枚が伏せた状態で重なって出土した。

他に須恵器坏２枚、土師器台付甕１個が出土した。

【出土遺物】（第１７９図）２は底面に「十 」の墨書

がある。１０～１７の土師器坏は煤が付着する。

No. 種別・器種 口径・長 底径・幅 器高・厚 技法／文様／その他 推定生産地 推定年代 残存・備考

１ 土器・須恵器・坏 １２．７ ７．２ ３．７ 轆轤成形。粘土積上痕が一部残る。底部回
転糸切後未調整／砂粒（～５㎜）多量含む 東金子 ９世紀前半 完形。内外面にタール状煤付着

２ 土器・須恵器・坏 １２．６ ７．７ ３．７ 轆轤成形。底部回転糸切後未調整／砂粒
（～５㎜）多量含む 東金子 ９世紀前半 口縁部一部欠け。底面に「十 」の墨書

有。内外面に煤付着。

３ 土器・須恵器・坏 １２．８ ６．８ ３．４ 轆轤成形。粘土積上痕が一部残る。底部回
転糸切後未調整／砂粒（～５㎜）多量含む 東金子 ９世紀前半 完形。内面一部に煤付着

４ 土器・須恵器・坏 １２．３ ６．４ ３．４ 〃 東金子 ９世紀前半 完形。外面一部に油状の汚れ

５ 土器・須恵器・坏 （１２．８） ７．１ ３．８ 轆轤成形。底部回転糸切後、周縁部箆削り
／砂粒（～３㎜）多量、海面骨針含む 南比企 ９世紀前半 口縁部３／４欠失

６ 土器・須恵器・坏 １２．２ ７．０ ３．８ 轆轤成形。底部回転糸切後未調整／砂粒
（～５㎜）多量含む 東金子 ９世紀前半 完形。内面に若干煤付着

７ 土器・須恵器・坏 １２．２ ７．０ ３．６ 轆轤成形。底部回転糸切後未調整／砂粒
（～２㎜）多量含む 東金子 ９世紀前半 完形

８ 土器・須恵器・坏 １４．１ ７．５ ３．８ 轆轤成形。底部回転糸切後未調整／砂粒
（～５㎜）多量含む 東金子 ９世紀前半 完形。内面口縁一部にタール状煤付着

９ 土器・須恵器・坏 ６．５ 轆轤成形。底部回転糸切後、周縁部箆削り
／砂粒（～３㎜）多量、海面骨針含む 南比企 ９世紀前半 底部破片。内外面、および割れ口にタ

ール状煤付着

１０土器・土師器・坏 ９．５ ５．１ ２．８ 内面および口縁部外面横撫で。体部および
底部箆削り。／赤色粒（１㎜以下）多量含む

完形。底部に薄く煤付着。内面に被熱
によるハジケ多数有。

１１土器・土師器・坏 ９．５ ５．１ ２．８ 〃 完形。内外面煤付着。内外面に被熱に
よるハジケ多数有。

１２土器・土師器・坏 ９．０ ５．１ ２．３ 〃 完形。内外面煤付着。外面一部に被熱によるハ
ジケ有。口縁内側１ヶ所にタール状の煤付着。

１３土器・土師器・坏 １０．０ ６．０ ２．５ 〃 完形。内面一部、外面煤付着。内面、外
面一部に被熱によるハジケ有。

１４土器・土師器・坏 ９．４ ４．８ ２．４ 〃 完形。内外面煤付着、被熱によるハジケ
有。口縁内側３ヶ所はタール状の煤付着。

１５土器・土師器・坏 ９．９ ５．５ ２．８ 〃 完形。底部に薄く煤付着。内面一部に
被熱によるハジケ有。

１６土器・土師器・坏 ９．０ ５．５ ２．３ 〃 完形。内外面煤付着。口縁内側にター
ル状の煤付着。

１７土器・土師器・坏 ９．９ ６．０ ２．６ 〃 完形。内面及び外面一部煤付着。口縁
内側にタール状の煤付着。

１８土器・須恵器・長頸瓶 ８．０ ［１４．０］ 粘土紐積上後、轆轤調整。高台貼付／砂粒
（～３㎜）多量含む ９世紀 頸部を打欠く。内面左上一面に黒色物

付着。

１９土器・土師器・台付甕 １０．３ ［１０．０］ 口縁部横撫で。体部横方向のヘラ削り。／
赤色粒、砂粒（～１㎜）多量含む ９世紀 脚部欠。外面半分煤付着。内面に被熱

によるハジケ有。
２０土製品・支脚 ６．０ ９．０ ［１２．０］ 縦方向の箆削り／赤色粒（～５㎜）多量含む

第８２表 神明後遺跡H２号住居跡出土遺物観察表（単位�）

第１７８図 神明後遺跡H２号住居跡遺物出土状況図（１／４０）
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第１７９図 神明後遺跡H２号住居出土土器・石器（１／４、２／３）
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（１７）堀跡・溝跡

【堀跡】調査区東端で、さかい川と直交する南北方向

の堀跡を３２�検出した。このうち南側の９．５�を調査

した。上幅３．０５～３．３５�、下幅０．７５～１．０５�、確認面

からの深さ２．９８�、断面形態は薬研状で底は平坦であ

る。縄文土器、石器の他には遺物は出土していない。

隣地との土地境とほぼ重複するが、南側になるほど現

在の土地境とはずれが生じている。

なお、堀跡覆土の土壌サンプルから堀跡の埋没時期

を特定する目的で自然化学分析を行った結果、１２世紀

初頭より後の可能性が指摘された。（附編参照）

【溝１】調査区南東の平坦地で南北方向に１２�に渡り

検出した。縄文時代の遺構を壊して構築している。

【溝２】調査区の斜面地で斜面と平行して東西方向に

１９�に渡り検出した。縄文時代の遺構を壊す。

【溝３】調査区北東の斜面地で南北６�に渡り検出し

た。

第８３表 神明後遺跡第２８地点堀・溝一覧表 （単位㎝）

断面形態 確認面 底面 深さ 備考

堀１ 薬研 ３０５～３３５ ７５～１０５ ２９８ 南北３２�以上

溝１ U字形 ３８～５２ ２０～３５ １６ 南北１２�以上

溝２ 皿状 ９０～１６５ ３０～６０ ３７ 東西１８�以上

溝３ U字形 ９０～１１５ ２５～５０ １６ 南北６�

第１８０図 神明後遺跡第２８地点堀跡（１／６０）出土石器（２／３）
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第１８１図 神明後遺跡第２８地点溝１～３（１／６０）

220 第７章 神明後遺跡第２８地点の本調査



第１８２図 神明後遺跡第２８地点遺構外出土土器�（１／４）

221Ⅲ 遺構と遺物



第１８３図 神明後遺跡第２８地点遺構外出土土器�石製品・金属製品・土製品（１／４）
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【遺構外出土遺物】（第１８２～１８４図）

１～１１は胎土に植物繊維を含み、５～は特に多い。

１は口縁近くに格子状微隆起線文と沈線文をもつ野島

式。２は赤色無文。３は大粒の縄文を押圧した口縁部。

４は口縁から胴部までの３分の１を残し羽状縄文、斜

行縄文をもつ。５～１０は赤褐色～暗褐色を呈し、１１は

粗撚りである。３～１１は前期前半のもの。

１２は高い隆帯上を押引き、胎土に金雲母を含む。１３

は噴水状押引文をもち、１４は押引文列で充填する。１５

は区画沿いに幅広押引文を入れ内部も押引く。１２～１４

は中期初頭と狢沢式。１５は勝坂Ⅱ式。

１６と１７は頸部無文帯をもつ地文縄文の口縁部文様帯

部分。１８はラッパ状無文口縁深鉢で、沈線列を地文と

し隆帯の懸垂文がある。１９と２０は大形と中形深鉢の胴

部片で地文撚糸文に隆帯を貼付けて懸垂文とする。２１

は地文縄文で沈線による蛇行・直下懸垂文をつける。

１６～２１は加曾利 EⅠ新式。２１はこの中の新相である。

２２～２４は半裁竹管背による半隆帯のみの土器。２５は

重弧文の深鉢。２６は斜位沈線の口縁部。２７と２８は沈線

による綾杉文をもつ。２２～２４は加曾利 EⅠ式併行の

山地系の土器。２５は曾利Ⅲ式。

２９～３４は、区画文と渦巻文で口縁部文様帯をつくり

胴部は地文縄文に磨消懸垂文をもつ類の代表。２６～３９

は加曾利 EⅡ式である。

４０・４１は地文撚糸文で３本組沈線と３本組連弧文を

胴上部に２段めぐらす。EⅡ式古相に併行する連弧文。

４０～４４は沈線・条線を地文とする類であるが、４４は

縦位の波状条線のみをもつ中深鉢で、加曾利 EⅢ式

併行か。

４５と４６は地文を逆U字状・U字状に磨消した加曾

利 EⅢ式で、４６は口唇部にも細縄文を施文する。

４７は球形胴をもつ小壺形土器で地文縄文の上に磨消

懸垂文をもつことから加曾利 EⅡ式。４８は体上部に

円孔が貫通し、口唇を欠く。体最上部の小区画に刺突

を入れる異系統土器。４９は深鉢の底に高台をつけたも

ので加曾利 EⅢ・EⅣ式の台部分。

５０と５１は地文縄文を J字状に残し広く磨消した胴上

部の破片で、称名寺Ⅰ式といえる。５２は波状口縁の小

深鉢で、沈線による横帯文に区切り段差をつける。内

面上部は細縄文上に沈線を４本入れた内文がある。や

や黒味を帯びた精製土器であり、加曾利BⅠ式である。

５３と５４は土器片錘である。５３は口縁部片を５４は胴部

片を利用する。５５～６８は側面調整が著しい土製円盤で

あるが、５５～５７は長片中部にくい込みがあり土錘の可

能性もある。明らかに中期後半のものと、後期初頭の

ものもある。小形土製円板が多い特徴がある。

６９は砥石、７０は硯、７１は煙管吸口、７２は土製人形の

頭部破片。

第１８４図 神明後遺跡第２８地点遺構外出土石器（２／３、１／４）
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図版 番号 遺構 種類 製品 石材 長 幅 厚 重量 注記番号
１３０図 ２３ １５号住居 石器 石鏃 黒曜石 ２．２０ １．４５ ０．３５ ０．８０６Fb２８‐１５住 -P７
１３０図 ２４ １５号住居 石器 石鏃 ホルンフェルス １．９０ １．６０ ０．４ ０．８０６Fb２８‐１５住 -P７
１３０図 ２５ １５号住居 石器 スクレイパー チャート ２．４０ ４．７０ ０．８０ ７．３０６Fb２８‐１５住 ベルト
１３０図 ２６ １５号住居 石器 打製石斧 珪質粗粒砂岩 １０．８ ４．５５ ２．２ １１７．４０６Fb２８‐１５住 NO．８
１３０図 ２７ １５号住居 石器 打製石斧 珪質粗粒砂岩 ９．４ ５．４５ ２．０ １２４．４０６Fb２８‐１５住 NO．１８２
１３０図 ２８ １５号住居 石器 打製石斧 珪質細粒砂岩 ９．９ ４．５ １．７５ ８８．３０６Fb２８‐１５住 NO．１９９
１３０図 ２９ １５号住居 石器 打製石斧 ホルンフェルス ７．７ ５．４ １．５ ５９．６０６Fb２８‐１５住 No．１３３
１３０図 ３０ １５号住居 石器 打製石斧 砂岩 ７．９ ４．７ ２．１ ９８．８０６Fb２８‐１５住 No．１６８
１３０図 ３１ １５号住居 石器 打製石斧 砂岩 １０．１ ５．０５ １．５ ８１．２０６Fb２８‐１５住 No．２１４
１３０図 ３２ １５号住居 石器 打製石斧 緑泥石片岩 ９．６ ６．４ ３．３ ２４１．６０６Fb２８‐１５住 ABベルト
１３０図 ３３ １５号住居 石器 磨製石器 緑色凝灰岩 ７．４ ４．４５ ２．０ １０７．６０６Fb２８‐１５住 No．７３
１３０図 ３４ １５号住居 石器 くぼみ石 緑泥石片岩 １７．０ １１．９５ ３．３ １２８３．１０６Fb２８‐１５住 No．２７３
１３８図 ２５ １７号住居 石器 石鏃 チャート １．６５ １．３０ ０．４０ ０．５０６Fb２８‐１７住 No．６２６
１３８図 ２６ １７号住居 石器 石鏃 チャート １．５５ １．５０ ０．３５ ０．６０６Fb２８‐１７住 No．４５７
１３８図 ２７ １７号住居 石器 石鏃 チャート ２．００ １．６５ ０．５５ １．２０６Fb２８‐１７住 A５
１３８図 ２８ １７号住居 石器 石鏃 黒曜石 ２．２０ １．６５ ０．４０ ０．８０６Fb２８‐１７住 No．４３１
１３８図 ２９ １７号住居 石器 石鏃 黒曜石 ２．４０ １．４５ ０．３０ ０．５０６Fb２８‐１７住 D
１３８図 ３０ １７号住居 石器 石鏃 黒曜石 １．３５ １．１５ ０．２５ ０．２０６Fb２８‐１７住 No．６２２
１３８図 ３１ １７号住居 石器 石槍 黒色頁岩 ３．６０ １．８０ ０．８５ ４．３０６Fb２８‐１７住 No．９４
１３８図 ３２ １７号住居 石器 石鏃 チャート ３．１０ ２．８０ ０．８０ ４．１０６Fb２８‐１７住 B１
１３８図 ３３ １７号住居 石器 ドリル 黒曜石 ３．００ １．７５ ０．５０ １．８０６Fb２８‐１７住 No．２１２
１３８図 ３４ １７号住居 石器 楔形石器 チャート ２．９５ ２．３０ １．０５ ６．９０６Fb２８‐１７住 D６
１３８図 ３５ １７号住居 石器 石核 黒曜石 ２．１５ ２．６５ １．５０ ４．９０６Fb２８‐１７住 ADベルト２
１３８図 ３６ １７号住居 石器 楔形石器 チャート ２．６５ ２．３５ ０．６５ ３．２０６Fb２８‐１７住 A‐７
１３８図 ３７ １７号住居 石器 石核 チャート ２．７０ ３．４５ １．９０ １１．９０６Fb２８‐１７住 No．４９３
１３８図 ３８ １７号住居 石器 楔形石器 黒曜石 １．８０ １．６５ ０．７０ １．１０６Fb２８‐１７住 No．２３３
１３８図 ３９ １７号住居 石器 打製石斧 黒灰色細粒砂岩 ９．７５ ４．５ １．２５ ７５．００６Fb２８‐１７住 NO．４４７
１３８図 ４０ １７号住居 石器 打製石斧 中粒砂岩 ９．２５ ４．６ １．４５ ７５．６０６Fb２８‐１７住 NO．４４８
１３８図 ４１ １７号住居 石器 打製石斧 砂岩 ８．４ ４．６５ １．１ ３５．７０６Fb２８‐１７住 D２
１３８図 ４２ １７号住居 石器 打製石斧 頁岩 ７．６５ ３．９ １．３５ ４５．００６Fb２８‐１７住 ADベルト２
１３８図 ４３ １７号住居 石器 スリ石 敲石 輝緑凝灰岩 １１．９ ４．１ ２．１ １４０．５０６Fb２８‐１７住 NO．４５２
１３８図 ４４ １７号住居 石器 打製石斧 頁岩 １０．４ ６．０５ ２．９ ２７３．８０６Fb２８‐１７住 No．５２８
１３８図 ４５ １７号住居 石器 打製石斧 砂岩 ８．９５ ５．１５ ２．９ １６５．４０６Fb２８‐１７住 No．４１０
１３８図 ４６ １７号住居 石器 打製石斧 頁岩 ７．０ ５．０５ ２．６５ ８９．６０６Fb２８‐１７住 P５
１３８図 ４７ １７号住居 石器 磨製石斧 緑色凝灰岩 １１．０６ ４．４５ ３．２ ３１９．７０６Fb２８‐１７住 No．７７
１３８図 ４８ １７号住居 石器 石匙 頁岩 １１．３ ８．２ １．５ １６３．４０６Fb２８‐１７住 No．１６５
１３８図 ４９ １７号住居 石器 打製石斧 ホルンフェルス ５．４ ４．８ ０．８ ２０．７０６Fb２８‐１７住 H４
１３８図 ５０ １７号住居 石器 敲石 砂岩 ９．４ ２．７５ ２．２ ８１．７０６Fb２８‐１７住 No．１５３
１３８図 ５１ １７号住居 石器 敲石 頁岩 １１．２ ３．９ ２．４ １３８．３０６Fb２８‐１７住 No．３３８
１３８図 ５２ １７号住居 石器 敲石 砂岩 １１．４ ５．２ ３．８ ３２８．２０６Fb２８‐１７住 No．３６
１３８図 ５３ １７号住居 石器 スリ石 敲石 砂岩質ホルンフェルス １３．３５ ４．９５ ３．４ ２７２．４０６Fb２８‐１７住 NO．４６３
１３８図 ５４ １７号住居 石器 くぼみ石 珪質粗粒砂岩 １２．０ ６．７５ １．９ １８９．９０６Fb２８‐１７住 NO．５０４
１４５図 ３３ １８号住居 石器 石鏃 黒曜石 １．２０ ０．９０ ０．２５ ０．２０６Fb２８‐１８住 NO．４１
１４５図 ３４ １８号住居 石器 石鏃 黒曜石 １．５ ０．９ ０．２ ０．２０６Fb２８‐１８住 A７
１４５図 ３５ １８号住居 石器 石鏃 チャート ２．７０ １．９０ ０．４０ １．５０６Fb２８‐１８住 NO．３７５
１４５図 ３６ １８号住居 石器 スクレイパー 黒曜石 ４．２５ １．６０ １．０５ ４．００６Fb２８‐１８住 NO．１６０
１４５図 ３７ １８号住居 石器 スクレイパー 黒曜石 ２．２０ ２．７０ ０．７０ ３．７０６Fb２８‐１８住 NO．７２０
１４５図 ３８ １８号住居 石器 打斧 頁岩 ５．９ ２．３ ０．８ １４．９０６Fb２８‐１８住 D４
１４５図 ３９ １８号住居 石器 打製石斧 剥離性のある粗粒砂岩 ７．０５ ４．４５ １．３ ４９．００６Fb２８‐１８住 NO．４２２
１４５図 ４０ １８号住居 石器 打製石斧 珪質中粒砂岩 ７．７５ ４．５５ ２．１５ ７４．００６Fb２８‐１８住 NO．３４５
１４５図 ４１ １８号住居 石器 打製石斧 灰色中粒砂岩 ８．７ ４．２５ １．７ ６８．７０６Fb２８‐１８住 NO．４９９
１４５図 ４２ １８号住居 石器 打製石斧 中粒砂岩 ９．２ ４．４ １．４５ ７１．５０６Fb２８‐１８住 NO．７２６
１４５図 ４３ １８号住居 石器 打製石斧 細粒砂岩と輝緑凝灰岩の互層 ９．２ ４．５５ ２．２５ １１８．８０６Fb２８‐１８住 NO．７４２
１４５図 ４４ １８号住居 石器 打斧 砂岩 ９．６ ５．４ ３．２ ２０３．２０６Fb２８‐１８住 周溝２
１４５図 ４５ １８号住居 石器 打製石斧 珪質粗粒砂岩 ９．１ ４．４ ２．０ １０４．６０６Fb２８‐１８住 NO．３３１
１４５図 ４６ １８号住居 石器 打製石斧 粗粒砂岩 ９．０ ４．５ １．６ ７３．２０６Fb２８‐１８住 NO．２８２
１４５図 ４７ １８号住居 石器 打製石斧 緑泥石片岩 １０．３ ５．７ １．１ １０７．４０６Fb２８‐１８住 NO．５６
１４５図 ４８ １８号住居 石器 打製石斧 珪質細粒砂岩 １１．６ ６．６ ２．９５ ２０８．３０６Fb２８‐１８住 NO．２８５
１４５図 ４９ １８号住居 石器 打製石斧 緑泥石片岩 ８．３ ３．８５ １．７ ８５．５０６Fb２８‐１８住 B
１４５図 ５０ １８号住居 石器 打斧 砂岩 ９．７ ５．６ １．７ ８５．６０６Fb２８‐１８住 H１
１４５図 ５１ １８号住居 石器 打製石斧 珪質細粒砂岩Hf １１．８ ６．５５ ２．６ ２０３．４０６Fb２８‐１８住 NO．２８９
１４５図 ５２ １８号住居 石器 打製石斧 砂岩質ホルンフェルス １２．３ ４．４ ３．２ ２０４．１０６Fb２８‐１８住 NO．７１５
１４５図 ５３ １８号住居 石器 敲石 砂岩質ホルンフェルス １１．１ ３．６ ３．３ １６５．９０６Fb２８‐１８住 NO．１６３
１４５図 ５４ １８号住居 石器 敲石 砂岩 １２．６ ５．１ ２．７ ２７７．８０６Fb２８‐１８住 NO．７６４
１４９図 １７ １９号住居 石器 石鏃 チャート ２．２５ １．４５ ０．３５ ０．７０６Fb２８‐１９住 No．２１５
１４９図 １８ １９号住居 石器 石鏃 黒曜石 １．８０ １．３０ ０．５０ ０．７０６Fb２８‐１９住 A２
１４９図 １９ １９号住居 石器 石鏃 黒曜石 １．５０ １．５０ ０．３０ ０．５０６Fb２８‐１９住 B１
１４９図 ２０ １９号住居 石器 石匙 チャート ２．１０ ２．８０ ０．６０ ３．８０６Fb２８‐１９住 B５
１４９図 ２１ １９号住居 石器 打製石斧 頁岩 ８．１ ５．３ １．３５ ５９．７０６Fb２８‐１９住 No．９３
１４９図 ２２ １９号住居 石器 打製石斧 砂岩 ９．６ ４．０ １．１５ ５４．６０６Fb２８‐１９住 No．２９
１４９図 ２３ １９号住居 石器 打製石斧 砂岩 １０．６ ４．８５ ２．７０ １３７．７０６Fb２８‐１９住 No．９４
１４９図 ２４ １９号住居 石器 打製石斧［石皿転用］ 片岩 １１．６ ４．１ １．４５ ６６．９０６Fb２８‐１９住 ABベルト上層
１４９図 ２５ １９号住居 石器 打製石斧 ホルンフェルス ８．１５ ５．４５ ２．２５ ９９．１０６Fb２８‐１９住 No．１０２
１４９図 ２６ １９号住居 石器 打製石斧 砂岩 ６．１ ５．１５ １．７５ ５９．９０６Fb２８‐１９住 CDベルト上層
１４９図 ２７ １９号住居 石器 敲石 砂岩 １１．２ ５．５ ２．０ １６５．３０６Fb２８‐１９住 No．５５
１４９図 ２８ １９号住居 石器 敲石 砂岩 １４．０ ４．２ ３．９ ３２１．５０６Fb２８‐１９住 No．１０９
１５２図 １３ ２０号住居 石器 石鏃未成品 黒曜石 １．７０ １．２０ ０．５０ ０．７０６Fb２８‐２０住 No．１３４
１５２図 １４ ２０号住居 石器 石鏃 黒曜石 ２．２５ １．４５ ０．５０ １．１０６Fb２８‐２０住 No．１０３
１５２図 １５ ２０号住居 石器 楔形石器 黒曜石 ２．４０ １．５５ １．２０ ４．２０６Fb２８‐２０住
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図版 番号 遺構 種類 製品 石材 長 幅 厚 重量 注記番号
１５２図 １６ ２０号住居 石器 スクレイパー 黒色頁岩 ３．１０ ５．１０ １．１０ １３．５０６Fb２８‐２０住 B
１５２図 １７ ２０号住居 石器 打製石斧 黒色頁岩 ８．００ ３．９０ １．１０ ４７．２０６Fb２８‐２０住 P４
１５２図 １８ ２０号住居 石器 打製石斧 中粒砂岩 ７．７０ ４．３０ １．７０ ７０．９０６Fb２８‐２０住 B
１５２図 １９ ２０号住居 石器 打製石斧 細粒砂岩 ８．２５ ４．５５ １．２５ ５３．００６Fb２８‐２０住 ADベルト
１５２図 ２０ ２０号住居 石器 打製石斧 珪質細粒砂岩 １０．４０ ５．６０ １．５５ ９５．７０６Fb２８‐２０住 B
１５２図 ２１ ２０号住居 石器 打製打斧 緑色片岩 １５．１ ６．６ １．８ ２１３．９０６Fb２８‐２０住 No．１８１
１５２図 ２２ ２０号住居 石器 打製石斧 珪質細粒砂岩 １１．３０ ７．４０ ２．１５ １７１．３０６Fb２８‐２０住 NO．２
１５２図 ２３ ２０号住居 石器 打製石斧 砂岩 ５．６５ ５．００ ２．１０ ６７．７０６Fb２８‐２０住 C１
１５２図 ２４ ２０号住居 石器 打製石斧 砂岩 ６．７０ ６．５５ ２．８０ １１２．８０６Fb２８‐２０住 No．１３３
１５２図 ２５ ２０号住居 石器 打製石斧 ホルンフェルス ６．１０ ６．１０ ２．５０ １０４．９０６Fb２８‐２０住 No．１５０
１５２図 ２６ ２０号住居 石器 打製石斧 ホルンフェルス ８．１５ ５．２０ １．５０ ５８．９０６Fb２８‐２０住 B２
１５２図 ２７ ２０号住居 石器 敲石 砂岩質ホルンフェルス １２．２ ４．１ ２．０ １４３．７０６Fb２８‐２０住 A
１５２図 ２８ ２０号住居 石器 石匙 頁岩 ５．３５ ４．２５ ０．９５ ２１．９０６Fb２８‐２０住 C４
１５２図 ２９ ２０号住居 石器 石匙 ホルンフェルス ４．９０ ４．８５ ０．６５ １５．６０６Fb２８‐２０住 A２
１５２図 ３０ ２０号住居 石器 石匙 ホルンフェルス ６．１０ ７．２０ ２．４０ ８６．１０６Fb２８‐２０住 H１
１５４図 ８ ２１号住居 石器 石鏃 黒曜石 １．７５ １．３０ ０．３５ ０．４０６Fb２８‐２１住 No．４
１５４図 ９ ２１号住居 石器 スクレイパー チャート ３．２５ ４．２０ ０．９５ １４．００６Fb２８‐２１住 一括
１５４図 １０ ２１号住居 石器 スクレイパー 泥質岩ホルンフェルス ５．１０ ４．４０ ２．３５ ５５．９０６Fb２８‐２１住 一括
１５４図 １１ ２１号住居 石器 打製石斧 頁岩 ８．７５ ４．２５ １．３０ ５８．６０６Fb２８‐２１住 No．１２
１５４図 １２ ２１号住居 石器 打製石斧 砂岩 ９．００ ６．１０ １．９０ １１０．４０６Fb２８‐２１住 No．１１
１５４図 １３ ２１号住居 石器 打製石斧 ホルンフェルス ６．３５ ５．９０ １．２０ ５２．８０６Fb２８‐２１住 H５
１５４図 １４ ２１号住居 石器 小形磨製石斧 輝緑凝灰岩 ５．０ ３．０ １．０ ２９．７０６Fb２８‐２１住 一括
１６２図 ５３ ２２号住居 石器 石鏃 黒曜石 １．４５ １．７５ ０．５０ １．００６Fb２８‐２２住 B
１６２図 ５４ ２２号住居 石器 石鏃 チャート 黒色チャート ３．０５ ２．１０ ０．５５ ２．９０６Fb２８‐２２住 NO．１９７
１６２図 ５５ ２２号住居 石器 石鏃？ チャート ２．１５ １．７５ ０．５０ １．６０６Fb２８‐２２住 C.D
１６２図 ５６ ２２号住居 石器 打製石斧 黒色細粒砂岩 ７．２ ４．０ １．３５ ４８．９０６Fb２８‐２２住 NO．３７５
１６２図 ５７ ２２号住居 石器 打製石斧 灰色細粒砂岩 ７．７ ４．５ １．５ ６８．４０６Fb２８‐２２住 NO．１１８
１６２図 ５８ ２２号住居 石器 打製石斧 頁岩 ９．３ ３．９５ ２．１ １０５．３０６Fb２８‐２２住 C
１６２図 ５９ ２２号住居 石器 打製石斧 黒色細粒砂岩 １０．１５ ４．１５ １．５ ８９．７０６Fb２８‐２２住 NO．４３
１６２図 ６０ ２２号住居 石器 打製石斧 黒色シルト岩 ９．８ ４．４ １．５ ７５．８０６Fb２８‐２２住 NO．４６２
１６２図 ６１ ２２号住居 石器 敲石 輝緑岩 １０．０５ ６．３ ３．７５ ３０１．７０６Fb２８‐２２住 NO．２３３
１６２図 ６２ ２２号住居 石器 打製石斧 黒色中粒砂岩 ８．６５ ４．６５ １．７５ ７２．５０６Fb２８‐２２住 A中層
１６２図 ６３ ２２号住居 石器 打製石斧 凝灰岩質細粒砂岩 ８．３ ４．２５ １．２５ ５１．１０６Fb２８‐２２住 B
１６２図 ６４ ２２号住居 石器 打製石斧 粗粒砂岩 ６．５ ４．０ １．４ ５４．６０６Fb２８‐２２住 A
１６２図 ６５ ２２号住居 石器 敲石 暗灰色中粒砂岩 １１．２ ８．１ ３．１ ３３６．６０６Fb２８‐２２住 NO．５５
１６２図 ６６ ２２号住居 石器 磨石 くぼみ石 輝緑岩 １１．４ ９．０ ５．０ ８１５．９０６Fb２８‐２２住 NO．５９０
１６２図 ６７ ２２号住居 石器 スリ石 花崗閃緑岩 ９．５ ５．６ ３．１ ２５６．１０６Fb２８‐２２住 B下層
１６２図 ６８ ２２号住居 石器 敲石 細～中粒砂岩 １３．０ ５．０ ３．３ ３７０．８０６Fb２８‐２２住 NO．６６０
１６２図 ６９ ２２号住居 石器 軽石 軽石（デイサイト質） ４．７ ３．９ ２．４ １０．２０６Fb２８‐２２住 NO．１９１
１６２図 ７０ ２２号住居 石器 石皿 片岩 １６．８ ８．４ ４．７ ８５５．００６Fb２８‐２２住 NO．１５
１６４図 １３ ２３号住居 石器 打製石斧 砂岩 ９．１ ５．４ １．５ ９７．５０６Fb２８‐２３住 H４
１６４図 １４ ２３号住居 石器 磨製石斧 緑色凝灰岩 ８．８ ４．７ ２．４ １６８．３０６Fb２８‐２３住 No．４１
１６４図 ８ ２４号住居 石器 ナイフ 黒曜石 ３．４５ １．５０ ０．８５ ３．００６Fb２８‐２４住 B
１６４図 ９ ２４号住居 石器 打製石斧 砂岩 ８．１ ３．７５ １．２ ３８．９０６Fb２８‐２４住 H１
１６５図 ６ ２５号住居 石器 打製石斧 頁岩 ８．１５ ５．７ １．３ ６０．２０６Fb２８‐２５住 No．１４
１６５図 ７ ２５号住居 石器 打製石斧 砂岩 ９．７５ ５．９５ ２．４５ １５１．２０６Fb２８‐キ‐１４区 No．８
１６５図 ８ ２５号住居 石器 打製石斧 頁岩 ９ ６．６ １．１５ ６１．６０６Fb２８‐２５住 H１
１６５図 ９ ２５号住居 石器 打製石斧 砂岩 １０．８５ ６．０ １．９ １４７．６０６Fb２８‐キ‐１４区 No．７
１６６図 ３ 屋外炉 石器 石棒 凝灰岩 ２２．３ １３．７ ９．０ ２９８０．００６Fb２８‐屋外炉 №１２
１６６図 ４ 屋外炉 石器 石皿・くぼみ石・有溝砥石 片岩 １７．５ １１．８ ４．３ １２５６．６０６Fb２８‐屋外炉 №３
１６８図 １ 炉穴・風倒木 石器 石鏃 黒曜石 １．８５ １．３ ０．３ ０．５０６Fb２８‐Fp 西側
１６８図 ２ 炉穴・風倒木 石器 台石 輝緑岩 ３２．０ ２２．２ ５．３ ５５００．００６Fb２８‐FP 風 №４７
１７３図 ９ 集石８ 石器 打製石斧 頁岩 ９．２０ ４．２５ １．３５ ５５．００６Fb２８‐８SS No．２７
１７３図 １０ 集石１４ 石器 くぼみ石 安山岩 １２．７ １０．５ ５．３ ８３９．２０６Fb２８‐１４SS No．１
１７３図 １１ 集石２１ 石器 打製石斧 緑泥石片岩 １２．１０ ５．００ ３．１５ ２８２．２０６Fb２８‐２１SS No．１
１７３図 １２ 集石２３ 石器 打製石斧 砂岩 １１．３ ５．００ ２．１ １５７．２０６Fb２８‐２３SS
１７６図 １６ 土坑１ 石器 打製石斧 ホルンフェルス ８．４０ ４．４５ １．７０ ７０．７０６Fb２８‐１D‐２
１７６図 １７ 土坑２ 石器 石鏃 チャート ２．１５ １．８５ ０．５０ １．４０６Fb２８‐２D‐１
１７６図 １８ 土坑２ 石器 ノッチ（プレ） 黒曜石 ２．１０ １．６０ ０．７５ ２．５０６Fb２８‐２D No．３９
１７６図 １９ 土坑２ 石器 スクレイパー 安山岩 ６．５５ ９．６０ １．２５ ５９．６０６Fb２８‐２D No．１４
１７６図 ２０ 土坑２ 石器 磨製石斧 緑色凝灰岩 ５．７５ ５．５ ２．３ １５９．１０６Fb２８‐２D No．１８
１７６図 ２１ 土坑５ 石器 石鏃 黒曜石 １．３５ ０．９５ ０．３０ ０．３０６Fb２８‐５D‐２
１７６図 ２２ 土坑７ 石器 ドリル 頁岩 ３．５０ １．８０ ０．５０ ２．１０６Fb２８‐７D‐１
１７６図 ２３ P３ 石器 石鏃 黒曜石 １．５ １．０ ０．２ ０．３０６Fb２８‐P３
１７９図 ２１ H２号住居 石器 ナイフ 黒曜石 ２．７５ １．５５ ０．２５ ０．８０６Fb２８‐H２住 №５７
１７９図 ２２ H２号住居 石器 スクレイパー チャート ２．７５ ３．８０ ０．８０ ７．７０６Fb２８‐H２住 H北
１７９図 ２３ H２号住居 石器 敲石 緑色凝灰岩 ９．７ ４．７ ２．４ １７５．１０６Fb２８‐H２住 C５
１７９図 ２４ H２号住居 石器 敲石 中粒砂岩 １１．０ ４．８ ２．６ １９２．２０６Fb２８‐H２住 NO．４２
１８０図 １ 堀 石器 打製石斧 ホルンフェルス ６．２５ ５．７ １．０ ５１．６０６Fb３０‐ホリ ２
１８４図 １ 試掘 石器 石鏃 チャート ２．４５ １．８５ ０．３０ ０．８０６Fb２８‐H‐７区 ３
１８４図 ２ 試掘 石器 石鏃 チャート ２．５ １．９ ０．３ ０．９０６Fb２８‐E‐１４区 ２
１８４図 ３ 試掘 石器 石鏃 チャート １．９５ １．６５ ０．３０ ０．８０６Fb２８‐H‐７区
１８４図 ４ 試掘 石器 石鏃 黒曜石 １．６５ １．９０ ０．４０ １．２０６Fb２８‐H‐７区
１８４図 ５ 試掘 石器 スクレイパー 黒曜石 １．６５ １．６０ ０．６５ １．７０６Fb２８‐ソ‐１５区 ３
１８４図 ６ 試掘 石器 スクレイパー チャート ２．４５ １．９５ ０．６０ ２．４０６Fb２８‐３トレ‐G‐１８区‐１
１８４図 ７ 試掘 石器 スクレイパー チャート ２．５０ ２．０５ ０．６５ ４．５０６Fb２８‐１トレ‐A‐１７区‐１
１８４図 ８ 試掘 石器 スクレイパー チャート ３．７５ ４．５０ ０．９５ １５．６０６Fb２８‐H‐２区 ３
１８４図 ９ 試掘 石器 ドリル ホルンフェルス ５．８ ２．８ ０．８ ９．４０６Fb２８‐C‐１２区
１８４図 １０ 遺構外 石器 磨製石斧（ノミ） 蛇紋岩 ３．５５ １．６ ０．６ ７．１０６Fb２８‐コ‐１６区
１８４図 １１ 遺構外 石器 磨製石斧 蛇紋岩 ２．７ ５．０ １．０ ２６．１０６Fb２８‐ケ‐１８区 №１８
１８４図 １２ 試掘 石器 磨製石斧 緑色凝灰岩 ６．９ ２．８ １．３ ５０．４０６Fb２８‐H８
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第８章 東台遺跡第４６地点の本調査

Ⅰ 本調査の概要

調査は分譲住宅建設に伴うもので、２００６年９月４日

から９月７日まで行なった試掘調査に基づき申請者と

協議した結果、開発の変更ができないため、原因者負

担による本調査を実施することになった。

本調査は２００６年９月１５日から開始し、遺構を確認し

た範囲の表土を重機により除去し、人力による表面精

査で遺構範囲を確認した。遺構調査は人力で覆土を除

去しつつ出土遺物を残し、土層図・遺構平面図・調査

区域図の平板測量と写真撮影を行い、同年９月２８日調

査を終了した。検出した遺構は縄文時代中期の住居跡

２軒、集石２基、土坑１基である。

Ⅱ 遺構と遺物

（１）８３号住居跡

【位置】調査区の北西隅に位置する。東台遺跡縄文集

落内では東端にあたり、４�東に９８号住居跡がある。

隣接する部分を２００１年に第３７地点として調査し、住居

跡北側の１／３を調査している。（「町内遺跡群�」

大井町教育委員会２００３参照）土坑１２と重複し、土坑２

を埋めている。

【形状】平面形態は楕円形を呈し、規模は主軸方位の

南北向で４．１�、西側端を未調査のため東西は不明だ

が３．１�以上。確認面から床面の深さは３５�である。

【炉】炉は住居中央北寄りに位置し、深鉢を転用した

埋甕炉。径５３�、深さ１８�の円形を呈する窪みに、胴

下半を打ち欠いた深鉢土器を埋設する。炉の底は被熱

し硬化している。炉内堆積土に焼土粒が堆積する。炉

体土器は勝坂式。

【ピット】３７地点調査を含めて床面上に１５基、土坑２

内に１基検出した。P１・２・３・６・７・１３が主柱

穴と思われる。柱の間隔は P１－P３間が１．４５�、P３

－P６間２．０�、P６－P７間１．６�、P７－P１３間１．３�、

P１３－P１間１．９５�である。

【床・壁】壁は緩やかに立ち上がり、床面はほぼ平坦

である。

【時期】炉体土器から勝坂期。

第８５表 東台遺跡８３号住居跡ピット一覧表 （単位㎝）

平面形態 確認面 底面 深さ 備考

P１ 円形 ３６×３２ １９×１５ ４６ ３７地点

P２ 円形 ３０×２４ １０×８ ４６ ３７地点

P３ 円形 ２７×２７ １４×１３ ４９ ３７地点

P４ 円形 ２１×２１ ９×９ ３７ ３７地点

P５ 円形 １８×１６ ８×６ ３７

P６ 円形 ２４×２２ ９×９ ５１

P７ 円形 ２７×２５ １２×１０ ４３ P８より古

P８ 円形 ２８×２４ ２０×１８ ２５ P７より新

P９ 楕円形 ２８×１６ １８×８ １０ P８より新

P１０ 楕円形 ２７×２０ ８×６ ２６

P１１ 楕円形 ３６×２６ ２３×２２ １９ P１２より新

P１２ 楕円形 ３２×２２ １２×５ ３０ P１１・１３より古

P１３ 円形 ２８×２６ １２×１０ ５５ P１２より新

P１４ 半裁 ４２×－ ２０×－ ２９

P１５ 楕円形 ２８×１８ １０×８ ３９

P１６ 円形 ２４×２１ ８×６ ２０

第１８５図 東台遺跡第４６地点遺構配置図（１／３００）
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第１８６図 東台遺跡８３号住居跡・遺物出土状況図（１／６０）炉（１／３０）
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【出土遺物】（第１８７図）

１は炉内に埋設された深鉢で、口縁から胴上部まで

の４割を遺存し、推定口径３４�・遺存部高２２�である。

無文口縁下の中膨みの文様帯には棒状工具による流水

状連続沈線文様が縦長に密に施文される。頸部文様帯

は隆帯による横長楕円区画であり、区画内には縦の沈

線列が充填され、隆帯上には刻目が施される。筒形に

なる胴部の地文はRL縄文である。胎土には白色細砂

粒と茶褐色砂粒を含む。黄褐色を呈し、野焼きによる

黒斑が著しい。勝坂第４様式と言える。

２～７は胎土に金雲母を含む阿玉台式で、２は山形

把手、３と４はクランク状懸垂文をもつ。５は蛇行状

隆帯をもち、６は胴下部に連続爪形文をもち、７は無

文の底部。８は連続幅広押引文と三角押文のセット。

９は隆帯裾に粗い三角押文をもつ。１０は横帯楕円形区

画を底部近くまで施文する。８～１０は勝坂Ⅱ式である。

１１～１３は筒形深鉢。１１は横位沈線を縦位の沈線列で区

画した胴部片。１２と１３は蓮華文と呼ばれる手法が区画

沿いに描かれる。１４～１６は隆帯上に沈線を入れ、１６は

胴下部に横帯文がある。１７と１８は無文口縁、１９は縦長

区画内に沈線列をもつ筒形深鉢である。２０は格子状沈

線。２１～２３はRL縄文を地文とする。１１～２３は勝坂第

４～第５様式。２４と２５は無文の口縁部であるが、２４は

深鉢で２５は浅鉢である。

第１８７図 東台遺跡８３号住居跡出土土器・石器（１／４、２／３）
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（２）９８号住居跡

【位置】調査区の南東隅に位置する。東台遺跡縄文集

落内では東端にあたり、４�西に８３号住居跡がある。

集石１と重複し、集石の方が新しい。

【形状】住居跡の北西部分を検出した。平面形態は隅

丸を呈するとおもわれる。検出部分では南北４．５�、

東西５．１�ある。確認面から床面の深さは３５�である。

【炉】炉は上端幅１２０×１１０�の隅丸長方形を呈し、内

側の８３×５０�のローム面が被熱し赤化する。さらに中

央部分の径２５�、深さ３６�の円形を呈する窪みに、口

縁部と胴下半を打ち欠いた深鉢土器を埋設する。赤化

部分の周囲は２０�ほどの幅に浅いピットが並ぶ。この

外周部分で自然礫を１点検出した。おそらく本来は、

石を埋設した石囲いの埋甕炉であったと思われる。

【周溝】周溝は２本検出した。上幅は２０�前後である。

内側の溝１は、途切れ途切れであるが、床面からの深

さ１０～２０�前後と深く、断面「コ」字形。ローム主体

の土で硬く踏み固められていた。

溝２は溝１の外側へ４５�広くなる。床面からの深さ

６～１０�前後と浅く、断面「U」字形。住居の隅で途

切れている。

【ピット】床面上に１０基検出した。P１～P４、P７、

P８が主柱穴と思われ、P２と P７、P３と P８が重複

する。P７、P８を埋めて外側の P２、P３を掘ってい

る。柱の間隔は P１－P２間が２．６�、P２－P３間２．８

�、P３－P４間１．９�である。

第８６表 東台遺跡９８号住居跡ピット一覧表 （単位㎝）

平面形態 確認面 底面 深さ 備考

P１ 半裁 ８７×７４ ４２×２４ ８４

P２ 楕円形 ７６×４８ ３４×３０ ８１ P７より新。

P３ 楕円形 ８６×８０ ４３×３６ ８０ P８より新。

P４ 半裁 ５５×－ ２０×－ ８１

P５ 半裁 ４５×－ ２２×－ １９

P６ 半裁 ４０×－ ２６×－ ３０

P７ 楕円形 ６０×３５ ２２×１８ ５８ P２より古。

P８ 円形 ５２×５０ ２８×２７ ７７ P３より古。

P９ 隅丸長方形 ２０×１６ １２×１０ ４８

P１０ 不整形 ３０×２０ ８×５ ２５

【時期】炉体土器から加曽利 EⅡ式期。

【出土遺物】（第１９０～１９３図）

１は炉内に埋設された小深鉢で口縁から胴中部まで

を遺存し、口径１９�・遺存部高１３�である。素口縁で

口縁下に２本、胴上部に４本の沈線をめぐらす。地文

は縦位の沈線列であり、管状工具により３本組の連弧

文を２段入れる。胎土には白色粗砂粒、貝粉状白色物

質を多量に含み、焼成不充分で暗～黄褐色を呈す。ハ

ジケ現象が著しい。土器はもろい。加曾利 EⅡ式新

相に併行する連弧文土器である。

２は口縁から胴下部までを遺存する深鉢で、口径３１

�・遺存部高２５�である。口唇直下と頸部に２本組み

沈線をめぐらせ、体部の地文は櫛状工具による条線文

で沈線による連弧文を口縁部と胴上部に配し、沈線の

端部を蕨手状に内湾突出する。加曾利 EⅡ式新相併

行。

３は口縁から胴下部までの６割を遺存する深鉢で、

口縁部の地文はラフな刺突文群で、胴部はラフな縦位

沈線群である。口縁部文様帯は、隆帯を半円形に貼付

けて半円形区画８をつくる。極めてラフに作られた加

曾利 EⅡ式新相併行の曾利系土器。

４は１６片が複雑に接合する深鉢で推定口径３３�・現

存高３０�である。半裁管状工具による縦位の沈線列を

地文とし、口縁直下と胴中部に複数の列点文をめぐら

し、各々その下方に３本組みの連弧文を入れ、その下

方は連弧から楕円化した沈線を配する。連弧文の新相。

５は４０％を残す深鉢で、地文は細い縦位の条線が波

打つ。口縁と頸部に千鳥状刺突文をめぐらす。波頭部

に渦巻文、口縁と胴部の文様帯は不定形の弧状沈線を

配する。加曾利 EⅢ式併行の異系統土器

６は体部の５割と口縁の１片が接合する、ラフなRL

縄文を地文とする深鉢で、口縁に２列の列点文をめぐ

らし、胴部には２本組のラフな沈線で直下懸垂文を６

単位入れる。加曾利 EⅡ式の新相である。７～１０は

沈線列を地文とする類で、７は口唇上面から口縁に斜

位沈線列、頸部には２列の蛇状文をめぐらし、ここか

ら胴部に蛇行懸垂文を貼り付ける。８は７と同巧の斜

位沈線列を持つ浅鉢の口縁部。８は口縁から頸部の区

画沈線までの破片で波頭部から蛇行文を貼り付ける。

９は斜位沈線列をもつ大深鉢で広い口唇上面に及ぶ。

１０は口縁直下を隆帯で半円形に区画するほか区画頂か

ら３本の沈線を垂下させその間を磨く。胴部は斜位の

列状沈線を加える。１１は素口縁深鉢で口縁直下に２本

の沈線をめぐらす他は櫛状工具による地文の条線のみ。

７～９は曾利Ⅲ式で、１０と１１は曾利Ⅳ式である。１２と
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第１８８図 東台遺跡９８号住居跡（１／６０）
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第１８９図 東台遺跡９８号住居跡遺物出土状況図（１／６０）炉（１／３０）
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第１９０図 東台遺跡９８号住居跡出土土器�（１／４）
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第１９１図 東台遺跡９８号住居跡出土土器�（１／４）
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